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はじめに 
 

このたびは、弊社のCCDカメラをお買い上げいただきありがとうございます。 
 

このマニュアルには、ＣＣＤDカメラをお使いいただくための 設置方法を記載してあります。 
内容を良くお読みになり、正しくお使いください。 

 
 

安全上の注意 
 
絵表示について 
 
このマニュアル 及び製品への表示では、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財

産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしております。その表示と意味は 次のよう

になっています。 内容をよくご理解の上本文をお読みください。 
 
 
  

警告    
 
 
 

注意 
 
 
 
 
 
絵表示の例 
 
 

 
  
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡又は重症を追う

可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損害を負う可能性が

想定される内容、又は物的損害の発生が想定される内容を示しています。

この記号は、カメラの内部に絶縁されていない危険な電圧が存在することを警告して

います。人に電気ショックを感じさせるに十分な量の電圧です。 

この記号は、警告を表すものです。 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、

人が死亡もしくは重傷を負う可能性があるか、物的損害が発生する発生する可能性が

あります。 

この記号は、禁止の行為であることをお知らせするものです。 図の中や近傍に具体

的な禁止内容（左図の場合は 分解禁止）が描かれています。 

この記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指

示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描かれています。 



                   
 

 
 
                                
             

                      警告          
 
 
 
 
 

 万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの
異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因

となります。すぐに電源を切り、必ず電源プラ

グをコンセントから抜くか、又はブレーカーを

切ってください。煙が出なくなるのを確認して

販売店にご依頼ください。 

 

 機器のふたは外さないでください。 内部には
電圧の高い部分があり、感電の原因となります。

内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼くだ

さい。 

 

 万一、水や異物が機器の内部に入った場合は、
まず機器の電源を切り、電源プラグをコンセン

トから抜くか、又はブレーカーを切って販売店

にご相談ください。そのまま使用すると火災・

感電の原因になります。 

 

 万一、この機器を落としたり、破損した場合は、
機器本体の電源を切り、電源プラグをコンセン

トから抜くか、又はブレーカーを切って販売店

にご相談ください。 そのまま使用すると、火

災・感電の原因となります。 

 

 この機器に水が入ったり、ぬらさないようご注
意ください。火災・感電の原因となります。 雨

天、降雪中、海岸、水辺でのご使用は特にご注

意ください。 

 

 風呂場では使用しないでください。 火災・感

電の原因となります。 

 

 この機器の開口部（通風孔、調整穴など）から
内部に金属類や燃えやすいものなど 異物を

差し込んだり、落とし込んだりしないでくださ

い。火災・感電の原因となります。特に小さい

お子様がいる場所ではご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 表示された電源電圧以外の電圧では使
用しないでください。  

 火災・感電の原因となります。 

 

 この機器の裏ぶた、キャビネット、 
カバーは絶対にはずさないでください。 

     火災・感電の原因となります。内 部の

点検・調整・修理は販売店にご依頼くだ  

        さい。 

 

 設置する場合は、工事業者にご依頼くだ
さい。 

 

 内部の設定を変更する場合や修理は販
売店にご依頼ください。 

 

 極端に高温（又は低温）のところに設置
しないでください。マニュアル 

     に従って使用してください。 

 

 AC アダプターを使用の際は当社の AC
アダプター（専用電源）を使用し 

   てください。カメラに合わない  
ACアプターを使用した場合、カメラが

発熱し、火災の原因になることがありま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
                         
 
 
 
 

 ぐらついた台の上や傾いたところなど不安
定な場所に置かないでください。落ちたり、

倒れたりして怪我の原因となることがあり

ます。 

 

 

  電源プラグを抜くときは、電源コードを 
引っ張らないでください。 

コードに傷がつき 火災・感電の原因となる 

ことがあります。必ず 電源プラグを持って 

抜いてください。 

 電源コードを熱器具に近づけないでくださ
い。コードの被ふくが溶けて、火災・感電の

原因となることがあります。 

 

 湿気やほこりの多いところに置かないでく
ださい。火災・感電の原因となることがあり

ます。 

 

 長時間、この機器をご使用にならないときは、
安全のため必ず電源プラグをコンセントか

ら抜くか、またはブレーカーを切ってくださ

い。 

 

 お手入れの際は、安全のため電源プラグをコ
ンセントから抜くか、又はブレーカーを切っ

てください。 

 

 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで
ください。感電の原因となることがあります 

   

  ケーブルの配線に際して、電灯やテレビ 

受像機の近くにある場合、映像・雑音 が 

入る場合があります。 その場合は配線 

や位置を変えてください。 

 

  画面の一部にスポット光のような強い光が 

あると、ブルーミング・スメアを生じる 

ことがあります。 

また強い光が入った場合、画面に縦縞が現れ 

ることがありますが故障ではありません。 

詳しくは「CCD の代表的な特性」の項を    

ご覧ください。 

 
 
 
 
 
 

                                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ケーブルの着脱時にはコネクタ部を保持し、
ケーブルにストレスを加えないでください。

断線やショートの原因になります。 

 

 ケーブルに荷重を加えないでください。断線
の原因となります。 

 

 

 カメラ本体とカメラケーブルの着脱は 
コネクタのガイドを確認の上、行ってください。 

   コネクタピンが傷傷する原因となります。 

 

 ケーブルの着脱時には必ずカメラの電源を切っ

てください。 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 カメラケーブルを取り扱う時



 

 

 

 

 

 

 

 

 三脚マウントを使う場合 

三脚マウントをカメラにとりつける場合、ネジは付属の

専用ネジをお使いください。 それ以外の場合は シャ

ーシへの喰い込み深さが 3.5ｍｍ以下になるものをお

使いください。それ以上ですとカメラ内部を破損する恐

れがあります。 

 

 

 三脚マウントを使わない場合 

カメラを壁やシステムに取り付ける場合、ネジは 

シャーシへの喰い込み深さが 3.5ｍｍ以下となるもの 

     をお使いください。カメラ内部が破損する恐れが 

    あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ごみの付着にご注意ください 

レンズをカメラに装着する際 浮遊ごみ等がセンサー面やレンズ背面に付着する恐れがあります。 レンズを装着する場合は 

その直前までカメラやレンズのキャップをはずさずに クリーンな環境の下で作業をお願いします。カメラ・レンズは下に向けごみ

等が付着しないように またレンズの面に手など触れないよう注意しながら 取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 レンズの後面のはみ出し部分が 10ｍｍ以下の

レンズをお使いください 

    また IR カットフィルターを併用する場合 

 は７ｍｍ以下のレンズをお使いください。 

 センサーを破損する恐れがあります。 

 射出瞳長の長いレンズをお使いください

注意 カメラの設置について 

注意 レンズの取り付けについて 

注意 レンズについて 

10ｍｍ以下

カメラのシャーシ

三脚マウント

3.5mm　±　0.2mm 

三脚マウントを取り付ける場合

カメラのシャーシ

取り付けプレート

3.5mm　±　0.2mm 

カメラを直接取り付ける場合



                   
 

CCDの代表的な特性 
以下の現象がビデオモニター画面に現れる場合があります。 これはCCDの特性によるもので

あり、カメラ自体の故障ではありません。 

 

 縦スミア 
電気照明・太陽や強い反射など非常に明るい被写体

のため、ビデオモニター上に縦スミアと呼ばれる現

象が現れる場合があります。この現象は CCDに採

用されたインターﾗｲﾝトランスファーシステムによ

るものです。 

 

 エイリアシング 
ストライプや直線や類似のパターンを撮影すると、モニタ上に縦エイリアシング（ジグザグ

状）が現れる場合があります。 

 

 ブルミッシュ 
強い光が入射したとき、CCDイメージセンサー内のセンサーエレメント（ピクセル）の配列

による影響でブルミッシュが発生する場合があります。ただし これは実際の動作には支障

をきたしません。 

 

 パターンノイズ 
CCD カメラが高温時、暗い物体を撮影すると、ビデオモニター画面全体に固定のパターン 

ノイズ（ドット）が現れる場合があります。 

 

 画素欠陥 
 CCDの画素欠陥は工場での出荷基準に基づき管理されて出荷されております。 

一般的にCCDセンサは放射線の影響などによりフォトダイオードにダメージを受け、結果と

して画素欠陥(白点、黒点)が発生するといわれております。カメラを運搬・保管する場合には

放射線の影響を受けないように注意をお願いいたします。 尚カメラを空輸することで放射線

の影響を受け易くなるとの報告もありますので 運搬に際しては陸送、船便を使うことをお勧

めいたします。また使用周囲温度や カメラ設定（感度アップや長時間露光）などによっても

影響されますので カメラの規格範囲でお使いになる 

ようお願いいたします。 

 

保証規定 
本商品の保証期間は 工場出荷後１年間です。 

保証期間中に正常な使用状態の下で、万一故障が発生した場合は無償で修理いたします。ただし

下記事項に該当する場合は無償修理の対象外です。 

◎ 取扱説明書と異なる不適当な取り扱いまたは使用による故障。 

◎ 当社以外の修理や改造に起因する故障（EEPROMデータ変更も対象になります）。 

◎ 火災、地震、風水害、落雷その他天変地異などによる故障。 

◎ お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷。 

◎ 出荷後に発生したCCD画素欠陥。   
 
 

本商品を輸出する場合の注意事項 
本商品を輸出する場合は 「輸出貿易管理令 別表１」 ならびに 「外国為替管理令 別表 1」

で定める品目（リスト規制） および 「補完的輸出規制（キャッチオール規制）」に基づき 貨

物の該非判定、客観用件（用途、顧客）の該非判定をお願いします. 
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UVバージョンのカメラをご使用のお客様へ 
 
 

CM-140MCL-UV, CM-140PMCL-UV および CM-140GE-UVに搭載しているセンサーは紫外線に感度

を持たせるために特別なプロセスを使用しております。 

 

このため 他のＣＣＤセンサーよりも短い期間に劣化(感度低下)が発生する可能性があります。 

 

加速度試験の結果から、通常状態でお使いの場合でも 1日 24時間稼働で約 1.5年、1日 8時間稼

働の場合約 4年で劣化が始まることがわかっております。 
 

このためシステムによっては定期的なカメラの交換が必要となる場合があります。 

 

注：飽和量の 1000倍の光量を当てた場合は 48時間で劣化が起こる場合がありますので。センサー

が飽和するような強い光は当てないようご注意ください。 
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1. 概要 

CM-140 MCL/140PMCL は白黒プログレッシブスキャン CCDカメラ, CB-140MCL/140PMCLはベイヤーフォ

ーマットのカラーフィルターを採用したカラープログレッシブスキャン CCDカメラです。どちらも 1.45 メガピク

セルの解像度を持っています。 

これら 4機種ともマシンビジョンの幅広い用途に最適なカメラであるとともに ITS(インテリジェントトラフィック

システム)、ハイエンドセキュリティーやメディカル用途にもご使用いただけます。  

CM-140PMCL 並びに CB-140PMCLはともに PoCL（Power Over Camera Link）規格に対応したモデルで

す。 

CM-140MCL-UV/CM-140PMCL-UVは同じ 1.45 メガピクセルで UV領域に感度を持ったセンサーを採用し

たモデルです。 

マニュアルの最新版は www.jai.comよりダウンロードできます。 

またカメラコントロールツールの最新版も www.jai.com よりダウンロードできます。 

 

2. カメラの構成とモデル名 

カメラの標準構成  カメラ本体  １ 

  センサー保護キャップ １ 
  

 モデル名の各部は以下の内容を示しています。   
 
CM-140 MCL / -UV / PMCL/-UV 

C :コンパクトファミリー、  M: モノクローム, 140 ：解像度 1.4 メガピクセル , MCL ：ミニカメラリンク、

PMCL ：カメラリンク経由の電源供給( Power on MCL )、UV : UV領域対応 
 
CB-140 MCL / PMCL 

C：コンパクトファミリー, B ：ベイヤーカラー, 140 ：解像度 1.4 メガピクセル, MCL ：ミニカメラリンク、 

PMCL ：PocL カメラリンク経由の電源供給( Power on MCL ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.jai.com/
http://www.jai.com/
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3. 主な特長 

 1/2型CCD採用、コンパクトプログレッシブスキャンカメラ 

 同一サイズで 白黒ならびにカラーバージョン用意 

 UV領域対応の CM-140MCL-UV/PMCL-UV 

 1392 (h) x 1040 (v) の有効出力画素 

 4.65 μm 正方格子画素 

 連続ﾓｰﾄﾞ、高解像度で秒31フレームの高速キャプチャー(UVは16.14フレーム) 

 外部トリガモードでも フル解像度で秒30 フレームを実現（UVは16フレーム） 

 部分読み出しの使用で最高 秒74フレームでの取り込みが可能（UVは38フレーム） 

 CM-140MCL/140PMCL/-UVは1：2の垂直ビニングモードを搭載、秒48フレーム(UVは25フレーム) 

 パル幅コントロールで30.58 μs（UVは58.9μs） から 2 秒の長時間露光まで可能 

 61.2 μs から 32.2 msまで 1LVAL(30.58 μs)単位での設定が可能なプログラマブル露光 

 トリガモードはエッジプリセレクト、パルス幅コントロール並びにリセットコンティニュアスに対応 

 LVAL-同期蓄積並びに非同期蓄積に対応 （自動検出） 

 CM-140PMCL /-UV及びCB-140PMCLは Power Over CL（CL経由での電源供給）に対応 

 オートアイリスレンズ用ビデオ出力 

 10ビット 又は 8ビット出力 

 シリアル通信によるカメラの設定（Windows 2000/XP ） 
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4. 各部の名称と機能 

4.1. CM-140MCL / -UV / CB-140MCL 

 
 

 
 
 
 

  レンズマウント  C マウント （注 1）  

  CCD センサー  1/2 型 CCD センサー 

  26P マルチコネクタ   カメラリンクインターフェース(ミニチュアタイプ)  ( 注 2) 

 12P  マルチコネクタ  DC+12V及びトリガ入力  

  LED    電源およびトリガ入力表示 

  カメラ取り付け穴  三脚ベース等への取り付け（M3 深さ 3.5mm ）   
 

 注 1）  Cマウントレンズの後部突き出し量が 10.0mm以下のレンズをご使用ください。    

 注 2） ミニカメラリンクケーブルをカメラに取り付ける際 ドライバーを使ってネジを締めこむ場合は あまり

強く締めこまないでください。カメラ側の座を破損する恐れがあります。締めこむ強さの目安は 

0.147Nm(ニュートンメートル)です（メーカー推奨値）. 

          手で締めても十分な強度が得られますので 手で締められることをお勧めいたします。 
 

 
 

図 1． 各部の名称  
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4.2.  CM-140PMCL/ -UV/CB-140PMCL 

 

 
 
 

 
  

  レンズマウント  C マウント （注 1）  

  CCD センサー  1/2 型 CCD センサー 

  26P マルチコネクタ   カメラリンクインターフェース (Power over MiniCL) ( 注 2) 

  LED    電源およびトリガ入力表示 

  カメラ取り付け穴  三脚ベース等への取り付け（M3 深さ 3.5mm ）   
 

 注 1） Cマウントレンズの後部突き出し量が 10.0mm以下のレンズをご使用ください。    

 注 2） ミニカメラリンクケーブルをカメラに取り付ける際 ドライバーを使ってネジを締めこむ場合は あまり

強く締めこまないでください。カメラ側の座を破損する恐れがあります。締めこむ強さの目安は 

0.147Nm(ニュートンメートル)です（メーカー推奨値）。 

     手で締めても十分な強度が得られますので 手で締められることをお勧めいたします。  

カメラリンクケーブルは PoCL対応のものをお使いください。 
  
 
 

図 2. 各部の名称 （PoCL 対応）  
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5. ピン配置 

5.1. 12ピンマルチコネクタ （DC-IN/Trigger)    

形式: HR10A-10R-12PB-01 (Hirose) male.  

ケーブル側には HR10A-10P-12S をご使用ください。 
 
 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注： 12ピンコネクタは CM-140MCL,CB-140MCLのみ装備されております。 
 

Pin no. Signal Remarks 

1 GND  

2 +12 V DC 入力  

3 GND  

4  アイリスビデオ 連続ﾓｰﾄﾞ時のみ。 TR=0 

5 GND  

6  NC  

7  NC  

8 GND  

9  XEEN 出力   

10 Trigger 入力  TI=1 (又は Camera Link TI=0). 

注 1） 、DIP SW SW600で 75Ω終

端可能 （注 2） 

11 +12 V DC 入力  

12 GND  

図 3．Hirose 12ピンコネクタ 

SW600 
1

2

O
N

TTL 75 Ω

注 1） 工場の出荷設定はカメラリンク経由です。 

注 2） DIP SW SW600を変更するにはカメラのカバーをはずします。 工場の出荷設定では 二つとも

「OFF(TTL)」に設定されておりますので 75Ωに設定する場合は 二つとも「ON」にしてください。 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注： 12ピンコネクタは CM-140MCL,CB-140MCLのみ装備されております。 
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5.2. ミニカメラリンク デジタル出力コネクタ 

形式: 26ピン SDR コネクタ(3M 又は Honda タイプ) 
 

5.2.1. CM-140MCL / CB-140MCL 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

5.2.2. CM-140PMCL / CB-140PMCL  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Pin No I/O Name Note 

1,13,14,26  GND DC GND 

7(+),20(-) I/O RXD 
シリアル通信 

8(-),21(+) O TXD 

10(+),23(-) I Reserve  

9(-),22(+) I Trigger CC1 外部トリガ入力 

6(-),19(+) O TxOUT3 

カメラリンク出力 
4(-),17(+) O TxOUT2 

3(-),16(+) O TxOUT1 

2(-),15(+) O TxOUT0 

5(-),18(+) O TxClk CL用クロック  

Pin No I/O Name Note 

1 I DC +12V  

13 I GND 26番ピン用 

14 I GND 1番ピン用 

26 I DC +12V  

7(+),20(-) I/O RXD 
シリアル通信 

8(-),21(+) O TXD 

10(+),23(-) I Reserve  

9(-),22(+) I Trigger CC1  外部ﾄﾘｶﾞ入力 

6(-),19(+) O TxOUT3 

カメラリンク出力 
4(-),17(+) O TxOUT2 

3(-),16(+) O TxOUT1 

2(-),15(+) O TxOUT0 

5(-),18(+) O TxClk CL用クロック 

図 5．26ピンミニカメ

ラリンク 

図 4．26ピンミニカメ

ラリンク 

重要注意事項 
 

CM-140PMCLならびに CB-140PMCL PoCL対応モデルは Safe Power 機能に対応した設計になって

おります。 
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GND

+5V

15k

TTL
1k

GND

100n

1k

68k
100k

1n

75

Trig input

pin #10

SW302.1

GND

+5V

15k

TTL
1k

GND

100n

1k

68k
100k

1n

75

Trig input

pin #10

SW302.1

GND

+5V

15k

TTL
1k

GND

100n

1k

68k
100k

1n

75

Trig input

pin #10

SW302.1

図 7．トリガ入力 

5.3. 入力・出力回路 

下記にビデオとタイミング用の入力・出力回路図を示します。  
 

5.3.1. アイリスビデオ出力 

この信号は連続ﾓｰﾄﾞ時のレンズアイリスのコントロール 

に使用されます。 

信号は AFEを経由して取り出されますのでゲイン回路の 

設定に依存します。 アイリス用ビデオ出力には同期 

信号はついておりません。 

信号レベルは 0.7Vp-pです。 

注：PMCLバージョンにはこの機能はありません。  
 
 

5.3.2. トリガ入力  

外部トリガ信号は HIROSE12ピンコネクタの 10番ピンに供給

されます（コマンド TI=1 に設定の場合）。入力は AC 結合です。

パルス幅の長いトリガ入力を考慮して入力回路はフリップ・フ

ロップ回路で構成されております。トリガパルスの前縁と後縁

で回路が起動するようになっております。トリガの極性はコマン

ド TP=1の設定で変更できます。 

トリガの入力レベルは 4V ±2Vです。 

またコマンドを TI=0に設定することによりカメラリンク経由でト

リガを供給することができます。 

注：PMCLバージョンはカメラリンク経由のみです。  
 

5.3.3. XEEN 出力 

XEEN は 12ピンコネクタの 9番ピンから出力されます。 

出力回路は 75Ω相補型エミッタフォロワ回路です。 

出力レベルは 4V 以上です（ターミネーションは無し）。 

カメラリンクからは EENも出力されます。 

注：PMCLバージョンではカメラインク経由の EEN出力のみです。 
 
 

図 8. XEEN 出力 

5.3.4. カメラリンクインターフェース 

ビデオ出力は 10/8ビットベイヤーカラー又は 10/8ビット白黒信号でベース構成のカメラリンク経由で出力

されます。デジタル出力はチャネルリンクチップセットを使用しカメラリンク標準に準拠しております。デジタ

ルビデオ、FVAL,LVAL,DVALおよび EENのデジタルビットは重畳されツイストペアーで伝送されます。トリガ

信号とシリアル通信コマンドは専用回線で直接送られます。 

26ピンコネクタのピン配置はカメラリンクベース構成に準拠しております。 
 
 
 

GND

+5V

2

2

10k

2k2

75

TTL

100
Pin #9

XEEN

output

GND

+5V

2

2

10k

2k2

75

TTL

100
Pin #9

XEEN

output

図 6.アイリスビデオ 

SW600 

ＤＡC

１μ１Ｋ

２Ｋ２

０．１μ

＋５Ｖ

IRIS Video Out
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6. 機能並びに操作 

6.1. 基本機能  

CM/CB-140 MCL / CM/CB-140 PMCL /CM-140MCL-UV/PMCL-UVカメラは 1.4 メガピクセルの白黒又はベ

イヤーカラープログレッシブスキャン CCDを搭載したカメラです。キャプチャーボードとのインターフェースに

はミニカメラリンクコネクタ（Mini-CL）を採用しております。カメラのデジタル出力は 8ビット、10ビットの切り

替えが可能です。 

CB-140MCL/CB-140PMCLの出力は「RAW」ベイヤー出力でキャプチャーボードでの色補間が必要です。ア

ナログのビデオ出力は連続ﾓｰﾄﾞでオートアイリスレンズをコントロールするのに使用されます。カメラは 2/3、

1/2、1/4、又は 1/8部分読み出し機能及び垂直ビニング機能を有しておりより早いフレームレートの実現

ができます（ビニング機能は CM-140MCL/-UV/CM-140PMCL/-UVのみ）。  

トリガモードは 3種類でエッジプリセレクトモード,パルス幅コントロールモードならびにリセットコンティニュア

スが可能です。またユニークな LVAL同期、非同期の自動選択機能を搭載しております。 
 

各内容の詳細は以下の章を参照ください。 
 

6.1.1. デジタルビデオ出力（ビットアロケーション） 

10ビットデジタルビデオ出力は CCD出力が 200mVのとき 100％ビデオとして 890LSBに設定されていま

す。ホワイトクリップは CCD出力が 230mVで 1023LSBに設定されています。 
 

CCD 出力 アナログレベル デジタル出力(10ビット) 

Black Setup 3.6%, 25mV 32LSB 

200mV 700mV 890LSB 

230mV 800mV 1023LSB 

 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      図 9． デジタル出力ビットアロケーション（10ビット出力） 
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6.1.2. 電子シャッタ 

CM/CB-140 MCL、CM-CB/140PMCLおよび CM-140MCL/PMCL-UVでは二つのシャッタ設定が可能です。

一つはプリセットシャッタ（10段階）、もう一つはプログラマブル露光（1ラインごとに 1052ラインまで設定が

可能）です。 

プリセットシャッタ（SH）  

設定コマンドは SH=0(OFF)から SH=9(1/10,000). 

OFF(1/31),1/60,1/100,1/250,1/500,1/1000,1/2000,1/4000,1/8000,1/10000秒 

注記：UVは OFF(1/16),1/30,1/60,1/100,1/250,1/500,1/1000,1/2000,1/4000, 1/10000秒 

 

プログラマブル露光  (PE) 

設定コマンドは PE. 露光時間は １LVAL（30.58µs）単位で設定できます。 設定の範囲は 2 LVAL から

1052 LVALです。 
 

最小露光時間 2L 最大露光時間  1052L  

30.584µs x 2(L) = 61.168 µs   30.584µs x 1052 (L) ≈ 32.17ms MCL/PMCL 

58.9µs x 2(L) =117.8µs 58.9µs x 1052(L) ≈ 61.96ms UVの場合 

     垂直ビニングモードでは 

最小露光時間  2L 最大露光時間   527L  

38.83 µs x 2(L) = 77.66 µs 38.83 µs x 527 (L) ≈ 20.46 ms MCL/PMCL 

74.793 µs x 2(L) = 149.58 µs 74.79 µs x 527 (L) ≈ 39.4 ms UVの場合 

6.1.3. 連続動作又はトリガ動作 

カメラは外部トリガを必要としない用途では連続動作が可能です。このモードではオートアイリスレンズのア

イリスコントロールのためにアナログのビデオ出力が使用できます。このモードでは最大のフレームレートは

31フレーム(UVは 16.14フレーム)/秒です。 

外部トリガを必要とする用途ではトリガは 12ピン HIROSEのコネクタの 10番ピン又はカメラリンクインターフ

ェース経由で入力されます。コマンド「TI」によってどちらの入力を使用するかを選択します（PMCLバージョ

ンではカメラリンク経由のみです）。トリガモードではカメラは最大 30フレーム(UVは 16フレーム)/秒で動

作します。 

6.1.4. アイリスビデオ出力 

アイリスビデオ出力は HIROSE 12ピンコネクタの 4番ピン 

から出力されレベルは 700mV です。アイリス信号はゲイン 

回路の前から出力されますので回路の影響を受けません。 

また同期信号は付加されておりません。 

この信号は連続動作モード時のオートアイリスレンズ駆動 

用に使用されます。 

注：PMCLバージョンにはこの機能張りません 
 

 
 
 

                                                                図 10． アイリスビデオ出力 
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6.1.5. リアパネル表示  

リアパネルに装備している LEDの表示機能は 

以下のとおりです。  
 

 橙点灯：電源入力中 

 緑点灯：カメラ連続モードで動作中 

 緑点滅：外部トリガ信号受信中  
 

図 11. リアパネル （左 MCLバージョン、右 PMCLバージョン） 

6.1.6. LVAL 同期、非同期蓄積 自動検出機能 

この機能は LVALの同期・非同期蓄積モードを事前に設定する 代りに、入力するトリガのタイミングによって

自動的に検出する機能です。 トリガが FVALの「HIGH」の期間に入力されるとカメラは LVAL同期蓄積モー

ドになります。 この場合トリガの入力から蓄積開始まで最大 1LVALのジッタが生じます。 トリガが FVAL

が「LOW」の期間に入力されると カメラは LVAL非同期蓄積モードになり直ちに蓄積を開始します。 

これは エッジプリセレクトﾓｰﾄﾞ（EPS） 並びに パルス幅コントロールトリガﾓｰﾄﾞ（PWC）ともに有効です。  
 

 

6.1.7. ベイヤーカラー配置（各読み出し時） 

CB-140MCL/CB-140PMCLは RGBベイヤーカラーセンサーを

使用したカラーカメラです。 出力は「RAW」データですのでカラ

ー再生にはフレームグラバーボードで色補間が必要となります。 

映像信号における RGB配置は各読み出し時で異なります。 

右図は全画素、部分読み出し時での映像の開始点での色配列

を示しています。 

開始ライン番号は FVALの立ち上がりからのライン数を示しま

す。また最初の有効画素は LVALの立ち上がりと同じです。 こ

れは DVALの立ち上がり点になります。  
 

偶数ラインは GBGでスタートします。 

奇数ラインは RGRでスタートします。 
 

6.2.4 章を併せご参照ください。 
 
 

                                                                                   図 13． ベイヤーカラー配置 

外部トリガ 
trigger 

FVAL 

(1) (3) 

(1) この期間にトリガが入力されると カメラはトリガのあとの LVALで蓄積を開始します。 

(2) FVALが「HIGH→LOW」または「LOW→HIGH」の切り替わり点では正しい認識ができない恐れがありますのでこの

期間 (+/- 1 LVAL 期間)でのトリガ入力は避けるようにしてください。 

(3) この期間ではカメラはトリガの入力と同時に蓄積を開始します。 

(2) 

図 12. LVAL同期・非同期蓄積自動検出 
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6.1.8. 垂直ビニング 

この機能は CM-140MCL/-UV/CM-140PMCL/-UV 白黒カメラのみの機能です。 

ビニングモード（コマンド：VB）は隣り合わせの画素の蓄積データを加算して一つのピクセルデータとして読

み出すモードで 垂直ビニングは上下に隣り合わせたラインを加算するものです。垂直ビニングモードを使

用すると垂直の解像度は半分になりますが より速いフレームレートが実現できます。 上下の加算された

データは同時に水平 CCDレジスタへ転送され読み出されます。これは各ラインを読み出す垂直レジスタに

パルスを同時に二つ供給することにより実現しています。  

垂直ビニングモードは 部分読み出しと同時には使用できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 14. 垂直ビニング 
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6.2. センサーのレイアウトとタイミング 

6.2.1. CCD センサーレイアウト 

CCDセンサーのレイアウトは以下のとおりです。 ベイヤーカラー配列は 6.1.7章を併せ参照ください。 
 

 
 
 

図 15.  CCD センサーレイアウト 
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6.2.2. 水平タイミング (連続モード、全画素読み出し) 

連続動作モード時の 水平期間のタイミングは下図の通りです。 

モデル １LVAL 1クロック 

CM/CB-140MCL/PMCL 1988 clock = 30.584μs 15.38ns 

CM-140MCL-UV/PMCL-UV 1988 clock = 58.9μs 29.63ns 

 
 

 
 
 

図 16.  水平タイミング （連続動作） 

6.2.3. 垂直タイミング(連続モード、全画素読み出し) 

連続モード、全画素読み出し時の垂直期間のタイミングチャートは下図の通りです。 

モデル Frame rate 1052L  

CMB-140MCL/PMCL 31.08 fps 

CM-140MCL-UV/PMCL-UV 16.14 fps 

 

 
図 17.  垂直タイミング （連続動作、全画素読み出し） 
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6.2.4. 部分読み出し 

部分読み出しは映像の上下をカットして高速での読み出しを可能にする機能です。 この機能は特に映像

の高さ全体を必要としない被写体を検査する際などに有効です。 
 
 
 
  
 
 
 

  全画素読み出し 部分読み出し 
 

垂直タイミング 

下記タイミングチャートと一覧表は 1/2, 1/4, 1/8 及び 2/3 部分読み出し時の垂直期間の各パラメータを

表わしたものです。 
 

 
 

 

連続動作モード時の各部分読み出しの垂直タイミング一覧 

部分読み出し 
FVAL Low 

(L) 
A 

(L) 
B (L) C 

(L) 
ﾗｲﾝ合計 

(L) 
ﾌﾚｰﾑﾚｰﾄ （ｆｐｓ）(fps) 

(L) 開始ﾗｲﾝ 終了ﾗｲﾝ MCL/PMCL -UV 

1/2 3 91 
520 L 

88L 702L 46.57  24.19 
261 780 

1/4 3 134 
260 L 

131L 528L 61.92  32.16 
391 650 

1/8 3 156 
130 L 

153L 442L 73.97  38.41 
456 585 

2/3 3 62 
694 L 

59L 818L 39.97  20.76 
174 867 

注記： CB-140MCL/CB-140PMCLのカラー配置は部分読み出しのモードによって異なります。詳細は 6.1.7章を

参照ください。 

 

図 18. 垂直タイミング （部分読み出し） 

Vertical Video Timing Partial Frame Read out

CCD Exposure

LVAL

FVAL

DVAL

DATA

EEN
XEEN

Valid data

3L

A B C

高速掃き捨て期間
dump period 

高速掃き捨て期間 

通常読み出し期間
Normal scan period 
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 水平タイミング 

部分読み出し時の水平タイミングは全画素読み出し時と同じです。 

モデル １LVAL 1クロック 

CM/CB-140MCL/PMCL 1988 clock = 30.584μs 15.38ns 

CM-140MCL-UV/PMCL-UV 1988 clock = 58.9μs 29.63ns 

 
 

 
 

図 19.  水平タイミング （ 部分読み出し） 
 

6.2.5. 垂直ビニング 

垂直ビニング機能は上下のラインを加算して読み出す機能で垂直の解像度は半分になりますが感度がよく

なること または フレームレートをあげられるという特長があります。 この機能を使うことによって フレー

ムレートは 48.87 fpsになります。 

尚 この機能は CM-140MCL並びに CM-140PMCL のみの機能となります。   
 

重要注意事項 

垂直ビニング機能は 部分読み出しとの併用はできません。 
 

水平タイミング 

モデル １LVAL 1クロック 

CM/CB-140MCL/PMCL 2524 clock = 38.83μs 15.38ns 

CM-140MCL-UV/PMCL-UV 2524 clock = 74.79μs 29.63ns 

 
 

 
 

図 20.  水平タイミング （ 垂直ビニングモード） 
 

LVAL

DATA OUT

DVAL

OBValid data

40 clk

556 clk

1392 clk

1392 clk

1432 clk

LVAL

DATA OUT Valid data OB

1392ck 40ck

1432ck 1092ck

DVAL
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垂直タイミング 

モデル Frame rate 1052L  

CMB-140MCL/PMCL 48.87 fps 

CM-140MCL-UV/PMCL-UV 25.37 fps 

 
 

          
 

図 21.  垂直タイミング （垂直ビニングモード） 

6.3. 動作モード 

CM/CB-140MCL並びに CM/CB-140PMCLには次の 3つの動作モードがあります。  
 

1. TR=0 連続動作モード.   露光は事前設定 

2. TR=1 エッジプリセレクトトリガモード   露光は事前設定  

3. TR=2 パルス幅コントロールトリガモード パルス幅による露光 

4. TR=3 リセットコンティニュアス   露光は事前設定 
  

6.3.1. 連続動作モード 

外部からのトリガを必要とせずに連続で動作させる用途に適します。 

タイミングの詳細は 16図から 21図を参照ください。 
 

このモードを使用する場合の基本機能設定 
 

モード 設定 コマンド 

トリガ 連続（ Continuous） TR=0 

走査モード（Scanning） FULL / Partial SC=0 ～ SC=4 

垂直ビニング ON / OFF VB=0 又は VB=1 

シャッタ プリセット / プログラマブル SM=0 又は SM=1  

プリセットシャッタ シャッタスピード SH=0 ～ SH=9 

プログラマブルシャッタ シャッタスピード（１L単位） PE=2 ～ PE=1052 

その他の機能   

 

LVAL

FVAL

DVAL

DATA

EEN
XEEN

CCD Exposure

Valid dataOB

OB

OB

1+2 3+4

3L3L 520L 1L

1037+1038 1039+1040
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6.3.2. エッジプリセレクトトリガモード 

トリガモードでは外部トリガにより映像の蓄積が開始します。露光時間（蓄積時間）はあらかじめ設定したシ

ャッタスピードによって設定されます。 その後映像が読み出されます。 

タイミングの詳細は 16図から 21図、および 22図、23図を参照ください。 
 

このモードを使用する場合の基本機能設定 
 

モード / 入力 設定 コマンド 

トリガ エッジプリセレクト（EPS） TR=1 

走査モード（Scanning） FULL / Partial SC=0 ～ SC=4 

垂直ビニング ON / OFF VB=0 又は VB=1 

シャッタ プリセット / プログラマブル SM=0 又は SM=1  

プリセットシャッタ シャッタスピード SH=0 ～ SH=9 

プログラマブルシャッタ シャッタスピード（１L単位） PE=2 ～ PE=1052 

その他の機能   

トリガ入力 カメラリンク / HIROSE 12P TI=0  又は TI=1 

 

このﾓｰﾄﾞを使用する際の重要な注意事項 
 

1. トリガの最小幅は >1 LVAL. 

2. トリガパルスと FVAL とのタイミングによって LVAL同期蓄積又は LVAL非同期蓄積かが自動的に

設定されます。 詳細は 6.1.6章を参照ください。 
 

LVAL_同期蓄積 

 
 

図 22.   エッジプリセレクトトリガﾓｰﾄﾞ（LVAL同期蓄積） 
 
 
 
 
 

 

１L(min.)

Trig

LVAL

CCD 露光動作

EEN

XEEN

FVAL

 LVAL 同期蓄積モードになります 2L

露光時間

1L(max)

トリガが　FVAL「HIGH」の期間に入力されると

MCL/PMCL:(FULL:63μs, V Binning:89μs)

UV      :(FULL:117.8μs, V Binning:149.6μs)
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LVAL_非同期蓄積 
 

 
 

図 23.  エッジプリセレクトモード （LVAL非同期蓄積） 
 

 

最短フレームレート（MCL/PMCL/UV共通） 
Full 1054L 

垂直ビニング 529L 

部分読み出し  2/3 820L 

                       1/2 704L 

                       1/4 530L 

                       1/8 444L 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MCL/PMCL :  7.83 μs  ± 1μs

UV            :  15.66 μs ± 1μs

１L(min.)

CCD 露光動作

EEN

XEEN

FVAL

トリガを　FVAL「LOW」の期間に入力すると
　 2L ～ 3L

露光時間

Trig

LVAL 非同期蓄積モードになります
MCL/PMCL : (Full:63μs ～94 μs) (V Binning:89μs ～126μs)

UV             : (Full:117.8μs～176.7 μs) (V Binning:149.6μs ～224.4μs)
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6.3.3. パルス幅コントロールトリガモード 

このモードでは蓄積時間はパルス幅と同じです。 したがって長時間露光が可能となります。 ただし画像の

劣化を考慮して最大の露光時間は 60フレーム以内に設定することを勧めいたします。 
 

タイミングの詳細は 16図から 21図、 及び 24図、25図を参照ください。 
 

このモードを使用する場合の基本機能設定 
 

モード / 入力 設定 コマンド 

トリガ パルス幅コントロール

（PWC） 

TR=2 

走査モード（Scanning） FULL / Partial SC=0 ～ SC=4 

垂直ビニング ON / OFF VB=0 又は VB=1 

その他の機能   

トリガ入力 カメラリンク / HIROSE 12P TI=0 又は TI=1 

 

このﾓｰﾄﾞを使用する際の重要な注意事項 
 

1. トリガの最小幅は >1 LVAL. 

2. トリガパルスと FVAL とのタイミングによって LVAL同期蓄積又は LVAL非同期蓄積かが自動的に

設定されます。 詳細は 6.1.6章を参照ください。 
 

LVAL_同期蓄積 
 
 

 
 

 

図 24.  パルス幅コントロールトリガモード （LVAL同期蓄積） 
 
 
 
 
 

 

LVAL_非同期蓄積 
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図 25. パルス幅コントロールトリガモード （LVAL非同期蓄積） 
 

最短フレームレート（MCL/PMCL/UV共通） 
Full 1055L 

垂直ビニング 530L 

部分読み出し  2/3 821L 

                       1/2 705L 

                       1/4 531L 

                       1/8 445L 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1L(Min.)

CCD 露光動作

Trig

トリガが　FVAL「LOW」の期間に入力されると
LVAL　非同期蓄積モードになります 2L to 3L

EEN

XEEN

FVAL

露光動作

1L

MCL/PMCL : 7.83μs ±1μs

UV            : 15.66μs±1μs

MCL/PMCL : (FULL:63μs ~ 94μs, V Binning:89μs ~ 126μs)

UV             : (FULL:117.8μs ~ 176.7μs, V Binning:149.6μs ~ 224.4μs)
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6.3.4. リセットコンティニュアストリガモード（RCT）  

リセットコンティニュアストリガ（RCT）モードはスミアレス EPS トリガモードです。 通常のトリガモードと 異

なる点は外部トリガパルスを受付けると直ちに映像の読み出しを終了し次いで露光を開始し その後連

続動作モードになるという点です。 動作としては 外部トリガの入力後 高速の電荷掃き出し動作を行い

蓄積した電荷を掃き出します。 CM-140MCL/PMCLではこの期間は 350L, 10.71ms、 CM-140MCL-

UV/PMCL-UVでは 350L, 20.615msです。 その後 あらかじめ設定したシャッタスピードで露光を開始

します。 もし引き続き外部トリガ信号が供給されない場合は カメラは連続動作モードで動作しますが映

像信号は出力されません。 高速電荷掃き出し操作はｽﾐｱﾚｽと同じ働きをしますので 高輝度の被写体

を撮像した際起こるスミアの上部だけを低減します。 

リセットコンティニュアストリガモードでは通常カメラは連続モードと同じ動作をしておりますのでオートアイ

リスレンズの使用が可能です。 

RCTモードでは LVAL非同期蓄積のみ可能です。 
 

モード / 入力 設定 コマンド 

トリガ リセットコンティニュアス

（RCT） 

TR=3 

走査モード（Scanning） FULL / Partial SC=0 ～ SC=4 

垂直ビニング ON / OFF VB=0 又は VB=1 

その他の機能   

トリガ入力 カメラリンク / HIROSE 12P TI=0 又は TI=1 

 

 
      

 注記：シャッタ OFFに設定時は EENは「High」固定となります 
 

図 26． リセットコンティニュアスモード（RCT） 
 
 
 
 

Trig

CCD Exposure

MCL/PMCL:10.71ms

EEN

XEEN

FVAL

DVAL

2L～3L

MCL/PMCL:(Full:63us ～94us Vbinnig:89us～126us)

350L

       UV  :(Full:117.8us～176.7us Vbinnig:149.6us～224.4us)

UV      :20.615ms
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6.4. モードと機能一覧 

下記表は CM/CB-140MCL、CM/CB-140PMCLおよびＣＭ－140MCL/PMCL-UVのモードと機能の組み合わ

せ一覧です。 
 

             機能 
シャッタ 

 

部分 

読み出し 

垂直  

ビニング 
蓄積 

アイリス 

ビデオ 

トリガモード ﾌﾟﾘｾｯﾄ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ   LVAL 同期/非同期 出力 

連続 TR=0 ○ ○ ○ ○ - ○ 

EPS TR=1 ○ ○ ○ ○ 自動 - 

PWC TR=2 - - ○ ○  自動 - 

RCT TR=3 ○ ○ ○ ○ 非同期のみ- ○ 

 

図 27.  モードと機能一覧 
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7. カメラの設定  

7.1. RS-232C control 

カメラのすべての設定はカメラリンク経由で行われます。 カメラは PC上のターミナルエミュレーターソフト

又は JAIの提供するカメラコントロールツールを使って設定ができます。 

下記は ASCIIベースのショートコマンドプロトコルの説明です。 

通信の設定  

 

プロトコル 

カメラへの設定転送 

NN=Parameter<CR><LF>  (NN はすべての種類のコマンド。大文字、小文字可) 

例 

カメラへ送信（トリガ） TR=0<CR><LF>  

カメラの応答  COMPLETE<CR><LF> 

 有効なコマンドを送るとカメラは「Complete」を返します。 

 注： いくつかのコマンドは 要求のみです 

 無効なコマンドを送ると 

 カメラへ送信  TPX=0<CR><LF> 

 カメラの応答  01  Unknown command!!<CR><LF> 

 カメラへ送信  TR=99<CR><LF> 

 カメラの応答  02  Bad Parameter!!<CR><LF> 

すべての通信をエミュレータスクリーン上で表示するには 

 カメラへ送信  EB=1<CR><LF> 

 カメラの応答   Complete<CR><LF> 

カメラへの要求コマンドの送信 

 カメラへ送信  NN?<CR><LF> (NN はすべての種類のコマンド) 

カメラの応答  NN=Parameter<CR><LF>  

例 

カメラへ送信  TR?<CR><LF> 

カメラの応答  TR=3<CR><LF> 

カメラの設定を確認するには  

カメラへ送信  ST?<CR><LF> 

カメラの応答  現在の設定の全リスト 

コマンドリストを見るためには 

 カメラへ送信  HP?<CR><LF> 

 カメラの応答  全コマンドと可能な設定リスト 

ファームウェアのバージョンを知るには 

 カメラへ送信  VN?<CR><LF> 

Baud Rate  9600 bps  
 
 
RS 232C cable 

 Data Length 8 bit 

Start Bit 1 bit 

Stop Bit 1 bit 

Parity None 

Xon/Xoff Control None 

TXD
RXD
GND

1 CD
4 DTR
6 DSR
2 RXD
3 TXD
5 GND
7 RTS
8 CTS
9 CI

9 pin

D-con

PC COM

PORT 

CAMERA
TXD
RXD
GND

1 CD
4 DTR
6 DSR
2 RXD
3 TXD
5 GND
7 RTS
8 CTS
9 CI

9 pin

D-con

PC COM

PORT 

CAMERA
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カメラの IDを知るには 

 カメラへ送信  ID?<CR><LF>   

7.2. 設定機能 

7.2.1. ビットアロケーション  BA=0, BA=1  

このコマンドは出力を 8ビット又は 10ビットに設定します。 

7.2.2. 部分読み出し  SC=0 ～ 4 

CCDの走査フォーマットは全画素読み出し又は部分読み出しが選択できます。 部分読み出しでは画面上

下の走査線を限定することによって全画素読み出しよりも早いフレームレートを実現しております。 

部分読み出しでは まず画像が開始するまでの走査線を垂直レジスタで高速に掃き捨てる処理を行います。

その後通常の読み出しを行い 映像が終わった後に最終の走査線までを再度高速で掃き捨て処理を行い

ます。6.2.4章を参照ください。 

注：ベイヤーカラーバージョンの部分読み出し時のカラー配列は部分読み出しのモードによって異なります。

6.1.7章を参照ください。 

7.2.3. 垂直ビニング  VB=0, VB=1 

この機能は白黒バージョンだけの機能です。 この機能は隣り合わせのラインを加算して出力するもので垂

直の転送レジスタに二つのパルスを入力することによって実現しています。垂直ビニング機能は部分読み

出し機能と同時に使用することはできません。 

7.2.4. シャッタモード  SM=0 and SM=1 

コマンド SM=0 では 10段階のプリセットシャッタスピードから選択することが可能です(SH=0 ～ SH=9)。  

コマンド SM=1 では 1051段階のシャッタスピードが１L単位で設定できます(PE=2 ～ PE=1052)。  

7.2.5. トリガ入力選択  TI=0, TI=1 

このコマンドは トリガの入力をカメラリンク経由（TI=0）で行うか HIROSE 12ピン経由（TI=1）で行うかの選

択を行います。 

7.2.6. トリガの極性  TP=0, TP=1 

トリガの極性は通常は「LOW」（TP=0）ですが コマンド TPを 1に設定することで「HIGH」に反転させることが

できます。 

7.2.7. ゲインレベル  GA=-84 ～ +336. 

GA=0 は 0dB を表します。 調整の範囲は-3 dB から +12 dBです。 

7.2.8. ブラックレベル BL=0 ～ BL=1023 

ブラックレベル（又はセットアップレベル）は映像の黒を調整します。工場設定は 10ビット出力で 32LSB, 

8ビット出力で 8LSB です。 

7.3. 保存・書き込み機能 

下記のコマンドはカメラの EEPROMに設定データを保存したり EEPROMから保存データを読み込んだりす

る機能です。 
 
 
 
Load settings. LD 
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このコマンドはすでに保存した設定データをカメラに読み込むためのものです。ユーザー領域は三つあり 3

種類のデータがカメラの EEPROM に保存できます。 また工場での設定値が工場領域に保存されています。

デフォルト設定では最後に使用したユーザー領域のデータが電源立ち上げ時有効になります。 
 
Save Settings. SA 

このコマンドで実際のカメラの設定が 1から 3までのユーザー領域に保存できます。 
 
EEPROM Area. EA.  

このコマンドを受け取るとカメラは最後に使用したユーザー領域番号を戻します。 

7.4. CM/CB-140MCL / CM/CB-140PMCL / UVコマンドリスト 

 Command Name Format Parameter Remarks 

A - General settings and utility commands. 

1 Echo Back 
EB=[Param.]<CR><LF> 
EB?<CR><LF> 

0=Echo off 
1=Echo on 

電源投入時 OFF 

2 
Camera Status 

Request 
ST?<CR><LF>  実際の表示設定 

3 
Online Help 

Request 
HP?<CR><LF>  コマンドリスト表示 

4 Firmware Version VN?<CR><LF>  
3 数字 

(例) 100 =  
Version 1.00 

5 
Camera ID 
Request 

ID?<CR><LF>  最大 10 英数字 

6 
Model Name 

Request 
MD?<CR><LF>  最大 16 英数字 

7 User ID 
UD=[Param.]<CR><LF> 
UD?<CR><LF> 

 

独自テキストの保

存読み出し（16以

下の英数字） 

B – Shutter 

1 Shutter Mode 
SM=[Param.]<CR><LF> 
SM?<CR><LF> 

0=Preset Shutter 
1=Programmable exposure 

 

2 Preset Shutter 
SH=[Param.]<CR><LF> 
SH?<CR><LF> 

0=Off, 1=1/60, 2=1/100, 
3=1/250, 4=1/500, 
5=1/1000, 6=1/2000, 
7=1/4000,  8=1/8000,  
9=1/10000 

SM=0で有効 

3 
Programmable 

Exposure 
PE=[Param.]<CR><LF> 
PE?<CR><LF> 

2 to 1052 (CM/CB-140) 
 

SM=1で有効 

C - Trigger mode 

1 Trigger Mode 
TR=[Param.]<CR><LF> 
TR?<CR><LF> 

0=Normal (Continuous) 
1=EPS(Edge pre select) 
2=PWC(Pulse width control) 
3=RCT(Reset Continuous) 
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 Command Name Format Parameter Remarks 

2 Trigger Polarity 
TP=[Param.]<CR><LF> 
TP?<CR><LF> 

0=Active Low 
1=Active High 

 

3 Trigger Input 
TI=[Param.]<CR><LF> 
TI? <CR><LF> 

0=Camera Link 
1=Hirose 12pin 

 

D -Image Format 

1 Bit Allocation 
BA=[Param.]<CR><LF> 
BA?<CR><LF> 

0=10bit 
1=8bit 

 

2 Scan Format 
SC=[Param.]<CR><LF> 
SC? <CR><LF> 

0=Full Frame 
1=2/3 Partial 
2=1/2 Partial 
3=1/4 Partial 
4=1/8 Partial 

 

3 V-Binning 
VB=[Param.]<CR><LF> 
VB?<CR><LF> 

0=OFF 
1=On 

白黒バージョンのみ 

E - Gain, Black and signal settings 

1 Gain Level 
GA=[Param.]<CR><LF> 
GA?<CR><LF> 

-84 to 336  

2 Black Level  
BL=[Param.]<CR><LF> 
BL?<CR><LF> 

0 to 1023  

F - Saving and loading data in EEPROM 

1 
Load Setttings 
(from Camera 

EEPROM) 
LD=[Param.]<CR><LF> 

0=Factory area 
1=User 1 area 
2=User 2 area 
3=User 3 area 最後に使用したユー

ザー領域が次に電

源投入した時の設

定となります 
2 

Save Settings 
(to Camera 
EEPROM) 

SA=[Param.]<CR><LF> 

1=User 1 area 
2=User 2 area 
3=User 3 area 
Note : parameter 0 is not 
allowed  

3 
EEPROM Current 
Area No Request. 

EA?<CR><LF> 

0=Factory area 
1=User 1 area 
2=User 2 area 
3=User 3 area 

カメラは最後に使用

したデータの番号を

返します。 

 

注記： このリストに表示されていないコマンドは使用しないようにお願いいたします。 
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8. カメラコントロールツール 

カメラコントロールツールは www.jai.com からダウンロードできます。 このコントロールツールは 

Windows 2000/XPに対応しております。  

コントロールツールはカメラコントロールプログラム及びコントロールツールを自社システムに組み込むため

の開発ツールを提供いたします。 システムインテグレーターの方々やシステム設計の経験があるユーザ

ーの方々にとっては便利なツールといえます。 このツールはまた Windows 2000/XP用に作られた簡単

で効率的な ActiveXインターフェースも提供します。 OCXインターフェースはカメラの固有設定を書き込み 

または読み込みを PCのシリアル通信を使うことによってカメラに接続することを可能にします。 この組み

込みにはマイクロソフトウインドウズ環境の Visual Basic, Visual C++ または同等のプログラミング言語と

いったプログラミングの技術が必要となります。  

8.1. カメラコントロールツールインターフェース  

カメラコントロールツールソフトウェアはメインのツールバーと関連するツールウィンドウによって構成されて

います。 ツールバーの各ボタンを押すと関連するウインドウが開きます。 プログラムのレイアウトはウイン

ドウを使いやすいようにアレンジすることにより調整することができます。 プログラムはこの情報を保持しプ

ログラムを再起動したときレイアウトを復元いたします。 すべてのカメラコントロールツールには

「Communication Window」 と 「About Window」が用意されています。 その他のウインドウはカメラコン

トロールコマンドです。 

8.1.1. カメラコントロールツールバー  

これはカメラコントロールツールバーで各ウインドウのボタンをクリックするとコントロール画面が起動します。  
  

 
  
  

  
  
 

 

8.2. 「About 」 ウインドウ 

「About」ウインドウにはプログラムのバー

ジョン、JAI A/Sへのインターネット接続と

ヘルプドキュメントへのアクセスが含まれ

ております。  
 

「Help File」と名づけられたドロップダウン

ボックスで すべての拡張 PDFファイルが

表示されます。それらはプログラムファイ

ルフォルダ（デフォルト設定）にあります。 

 
 
 
 

最新版のオペレーションマニュアルは JAIのウェブサイトからダウンロードすることができます。  
http://www.jai.com/JP/CameraSolutions/Products/Pages/CM-140MCL.aspx 
 
 

About Window 

Communication Window 
Camera Control  Window 

http://www.jai.com/
http://www.jai.com/JP/CameraSolutions/Products/Pages/CM-140MCL.aspx
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各ウインドウの下部にはカラーバーが表示されております。 このバーが緑の場合はカメラコントロールツー

ルがカメラに接続されておりカメラに電源が入っている状態を示します。 このバーが赤の場合はカメラコン

トロールツールにカメラが接続されていないか 又は接続されていてもカメラの電源が入っていない状態を

示します。 

8.3. 「Communication」ウインドウ 

「Communication 」ウインドウはカメラとコ

ントロールツールの接続に使用します。  

 
カメラリンクによる通信：  

「Communication Port」の Categoryで

CameraLinkを設定します。 Port Name 

のリストボックスに 使用 PCにインストール

されているすべてのカメラリンクフレームグ

ラバーボード用の DLLファイル名（またはフ

レームグラバー名）が表示されます。これは

「clserial.dll」と呼ばれる DLLファイルを使

って PCにインストールされているすべての

フレームグラバーの DLLをアップロードす

ることによって実行されます。お使いになる

フレームグラバーボードを選択してください。  

Auto search  

このボタンをクリックするとコミュニケーシ

ョンポートの1から16まで接続されているカメラを自動検索します。 カメラコントロールプログラムは自

動的に16すべてのコミュニケーションポートにコマンドを送りカメラの接続の有無を確認します。 カメラ

がこのコマンドに応答すればユーザーは直ちにこのコミュニケーションポートを使用できます。 

Off/On-line mode  

カメラコントロールツールはオフライン（カメラが接続されていない状態）でもすべての機能が

動作します。オンラインおよびオフライン表示は「Communication」ウインドウに表示されます。

選択されたコミュニケーションポートを変更するとオンライン・オフラインの表示が変わります。

カメラが選択したコミュニケーションポートに接続されている場合はオンラインで動作し それ

以外はオフラインになります。 オンライン中に設定を変更すると自動的にカメラの設定をアップデートします。

カメラとの接続が中断されると自動的にオフラインモードになりコミュニケーションウインドウの表示が ON-

LINEから OFF-LINEに変わります。  

Synchronize program and camera  

カメラコントロールツールソフトはカメラ又はプログラムと同期させることができます。

「Synchronize Camera」をクリックするとプログラムからすべての設定をカメラに書き

込むことができます。また「Synchronize Program」をクリックするとカメラのすべての

設定をプログラムに読み込むことができます。    

Files  

「 Write to File」又は「 Read from File 」ボタンをクリックすると標準のファイルダイアログを使ってファ

イルを選択するよう指示されます。 もしファイルがなければ新しいファイルが作られます。 カメラ設定

用のファイルは拡張子 .cam を持っています。コミュニケーションポートに関する情報はファイルへは

保持されません。 カメラが ON-LINEであればファイルが読み込まれるとすべての設定は自動的にカメ

ラへ転送されます。  
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Factory and User Settings  

「Store 」ボタンをクリックすると EEPROMのユーザー設定領域に現在のカメラの設定情報を保持する

ことができます。 現在のカメラの設定はカメラの電源が入っていないと保存はできません。 カメラの

設定を保存するには 1から 3のユーザー設定領域のうち空いている領域を選択ください。 「Factory」

領域 又は「User EEPROM」領域からすでに保存したデータを読みだすには「Load」ボタンをクリックし

てください。  

 Write All Camera Data to File.  

すべてのカメラ設定データをテキストファイルに保存するには「Write Camera Data」 

ボタンをクリックしてください。 保存できる情報は モデル名、カメラ ID, ユーザー

ID、ファームウェアのバージョン、現在のカメラ設定, 工場設定 および使用可能な

ユーザー領域のデータです。 

EEPROM Current Area.  

電源投入時の設定領域を読み取るには「Get Area」ボタンをクリックします。 

8.4. Camera Control Window 

「 Camera Control 」ウインドウは基本的

なカメラの機能設定用です。シャッタモード、

トリガモード、映像フォーマット、操作モード、

ゲイン調整およびブラック調整が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.5. カメラコントロールツールの使い方  

 カメラコントロールツールの使い方について説明します。  

1. カメラコントロールツールバーは常にウインドウのトップに表示されます。  

2. カメラコントロールツールバーを最小にするとすべてのウインドウは閉じられます。  

3. カメラコントロールツールはカメラが ON-LINEでも OFF-LINEでも使用できます。  

4. カメラは常に最後に使用したユーザー領域の設定で起動します。 

5. カメラコントロールツールは常に最後に使用した設定を保存します（保存先は最後に保存したユー

ザー領域と同じである必要はありません）。  

6. セットアップファイル「 CameraName.ini 」はカメラの設定のすべてのデータを保存します。プログ

ラムがスタートするとプログラムの最後の設定が「CameraName.ini」ファイルから取り込まれます。  

7. カメラとカメラコントロールツールを立ち上げる際 カメラコントロールツールが実際のカメラ設定を

表示しない様にすることができます。（4,5、参照）  

a. カメラ設定見るには「Synchronize Program」をクリックする   

b. カメラコントロールツールに保存された設定（最後に使用した設定）をカメラに転送するため

に「Synchronize Camera」をクリックする   

c. どの領域でカメラがスタートしたかを見るには「Get Area」をクリックする   
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9. 外観図 
 

 
 
 

図 28.  外観図 （CM-140MCL/CB-140MCL/CM-140MCL-UV） 
 
 

 
 

CM-140PMCL/CB-140PMCL/CM-140PMCL-UVは外観寸法は CM-140MCL/CB-140MCL/CM-140MCL-UV

と同じですが  リアパネルに HIROSE 12Pがありません。 
 

図 29. 背面図 （CM-140PMCL/CB-140PMCL/CM-140PMCL-UV）   
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10. 仕様 

10.1. 分光特性 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 30.  分光特性 (CM-140MCL/CM-0140PMCL) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

  

図 31.  分光特性 (CB-140MCL/CB-140PMCL) 
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図 32． 分光特性（CM-140MCL-UV/CM-140PMCL-UV） 
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10.2. 仕様一覧(CM-140MCL/PMCL,CB-140MCL/PMCL) 

仕様 CM-140 MCL / PMCL CB-140 MCL / PMCL 

撮像素子 1/2型ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞｽｷｬﾝ B/W CCD  1/2型ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞｽｷｬﾝ ｶﾗｰ CCD 

有効出力画素数 （H x V） 1392(h) x 1040(v)  

CCD イメージサイズ (mm)  6.4 (h) x 4.8 (v) mm 

画素サイズ （μ m） 4.65 (h) x 4.65 (v)  μ m  

走査方式 プログレッシブスキャン 

水平周波数 （KHz） 
 

32.696 KHz (  1988 ピクセル / ライン) 

ピクセルクロック 65MHz 

同期方式 内部同期 

Cell size 4.65 (h) x 4.65(v) m 

フレームレート（フルフレーム）(fps) 
31.08 フレーム / 秒 （1052ライン / フレーム） 

トリガ時 30 fps 

部分読み出し      2/3 partial  
                         1/2 partial  
                         1/4 partial 
                         1/8 partial 

1392 (h) x 694 (v)   39.97 fps   H= 32.696 kHz 
1392 (h) x 520(v)   46.57 fps   H= 32.696 kHz 
1392 (h) x 269 (v)   61.92 fps  H =32.696 kHz 
1392 (h) x 130 (v)   73.97 fps   H =32.696 kHz 

垂直ビニング 1/2   1392(h) x 520(v)  48.86 fps 無し 

 

最低被写体照度   ( Lx ) 
                                     

3 lx  (ゲイン最大、シャッタ OFF、 

F1.4, 50％ ビデオ) 

16 lx  (ゲイン最大、シャッタ OFF、 

F1.4, 50％ ビデオ、IRカットフィルタ) 

標準被写体照度   （ Lx ）  
780 lx  (ゲイン 0dB、シャッタ OFF、 

F8.0, 100％ ビデオ) 

3,500 lx  (ゲイン 0db,シャッタ OFF、 

F8.0, 100％ ビデオ、IRカットフィルタ) 

S/N  ( dB ) 50 dB 以上  (0dB ) 

アナログ映像信号出力（アイリス用） 0.7 V p-p 

デジタル映像信号出力  
 

8 or 10 ビット  カメラリンク 
8 or 10 ビット 「RAW」 Bayer ビデオ  

カメラリンク 

アナログ映像信号出力（アイリス用） 0.7 V p-p 

トリガ入力          TTL 

                        カメラリンク 

4 V 2 V. TTL  

カメラリンク経由 

EEN 出力 4 V  

ゲイン マニュアル   -3 to +12 dB  

ガンマ補正 1.0 

トリガモード エッジプリセレクト、 パルス幅コントロール, RCT 

電子シャッタ（ﾌﾟﾘｾｯﾄ） （秒） OFF(1/31)  9 ステップ 1/60 から 1/10,000 秒 

パルス幅コントロール １L から 60フレーム （30.584 s から 1.93秒) 

プログラマブル露光 2L から 1051L  （61.168 s から 32.14ms ）  

蓄積ﾓｰﾄﾞ LVAL 同期 又は LVAL非同期  自動検出 

映像出力コネクタ ミニカメラリンク 

通信インターフェース カメラリンク 

レンズマウント C マウント 

フランジバック 17.526  0 ～-0.05mm 

動作温度 -5C to +45C 

動作湿度 20 – 90% （ただし結露なきこと） 

保存温度/湿度 -25C ～ +60C / 20% ～ 90% （ただし結露なきこと） 

対応規格 CE (EN61000-6-2 / EN61000-6-3), FCC part 15 class B, RoHS, WEEE 

電源 12V DC  10%. <0.25A ( 連続動作) 

外形寸法 （ W x H X D ） 44 x 29 x 66 mm  (H x W x D) 

質量 120 g 120 g 

注記 1：上記記載の内容は改善のためお断りなく変更することがあります。 

注記 2：上記仕様を満足するには 電源投入後 30分程度のプリヒートが必要です。 
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10.3. 仕様一覧（CM-140MCL-UV/CM-140PMCL-UV） 

仕様 CM-140 MCL-UV  / PMCL-UV 

撮像素子 1/2型ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞｽｷｬﾝ B/W UV対応 CCD  

有効出力画素数 （H x V） 1392(h) x 1040(v)  

CCD イメージサイズ (mm)  6.4 (h) x 4.8 (v) mm 

画素サイズ （μ m） 4.65 (h) x 4.65 (v)  μ m  

走査方式 プログレッシブスキャン 

水平周波数 （KHz） 
 

16.978 KHz (  1988 ピクセル / ライン) 

ピクセルクロック 33.75MHz 

同期方式 内部同期 

Cell size 4.65 (h) x 4.65(v) m 

フレームレート（フルフレーム）(fps) 16.14 フレーム / 秒 （1052ライン / フレーム） 

部分読み出し      2/3 partial  
                         1/2 partial  
                         1/4 partial 
                         1/8 partial 

1392 (h) x 694 (v)   20.76 fps   H= 16.978 kHz 
1392 (h) x 520(v)    24.16 fps   H= 16.978  kHz 
1392 (h) x 269 (v)   32.16 fps  H =16.978 kHz 
1392 (h) x 130 (v)   38.41 fps   H =16.978 kHz 

垂直ビニング 1/2   1392(h) x 520(v)  25.37 fps 

 

最低被写体照度   ( Lx ) 
                                     

3 lx  (ゲイン最大、シャッタ OFF、 

F1.4, 50％ ビデオ) 

標準被写体照度   （ Lx ）  
780 lx  (ゲイン 0dB、シャッタ OFF、 

F8.0, 100％ ビデオ) 

S/N  ( dB ) 50 dB 以上  (0dB ) 

アナログ映像信号出力（アイリス用） 0.7 V p-p 

デジタル映像信号出力  
 

8 or 10 ビット  カメラリンク 

アナログ映像信号出力（アイリス用） 0.7 V p-p 

トリガ入力          TTL 

                        カメラリンク 

4 V 2 V. TTL  

カメラリンク経由 

EEN 出力 4 V  

ゲイン マニュアル   -3 to +12 dB  

ガンマ補正 1.0 

トリガモード エッジプリセレクト、 パルス幅コントロール,RCT 

電子シャッタ（ﾌﾟﾘｾｯﾄ） （秒） OFF(1/16)  9 ステップ 1/30 から 1/10,000 秒 

パルス幅コントロール １L から 32フレーム （58.9 s から 1.98秒) 

プログラマブル露光 2L から 1052L  （117.8 s から 61.96ms ）  

蓄積ﾓｰﾄﾞ LVAL 同期 又は LVAL非同期  自動検出 

映像出力コネクタ ミニカメラリンク 

通信インターフェース カメラリンク 

レンズマウント C マウント 

フランジバック 17.526    公差 0 ～ -0.05mm 
 動作温度 -5C to +45C 

動作湿度 20 – 90% （ただし結露なきこと） 

保存温度/湿度 -25C ～ +60C / 20% ～ 90% （ただし結露なきこと） 

対応規格 CE (EN61000-6-2 / EN61000-6-3), FCC part 15 class B, RoHS, WEEE 

電源 
12V DC  10%. <0.14A ( 連続動作) 

                     < 0.15A (最大、1/8部分読み出し時) 

外形寸法 （ W x H X D ） 44 x 29 x 66 mm  (H x W x D) 

質量 120 g 

注記 1：上記記載の内容は改善のためお断りなく変更することがあります。 

注記 2：上記仕様を満足するには 電源投入後 30分程度のプリヒートが必要です。 
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変更履歴 

変更年月 リビジョン 変更 

June 07 1.0 New issue 

June 08 2.0 PMCLバージョン追加 

Aug 09 3.0 三脚プレートおよびカメラ取り付け穴深さ変更 4mm→3.5mm 

RCT トリガモード追加 

UVバージョン追加 

Feb2010 3.1 誤記修正（10章仕様 水平画素 1380 →1392） 
Feb2011 3.2 誤記修正（1クロックの単位 μs →ns, 6.2.2,6.2.4,6.2.5章） 
May 2011 3.3 フル・部分読み出し時の垂直・水平タイミング 並びに垂直ビニング

時の水平タイミング図修正 

June 2011 3.4 タイミング図再修正。 ＵＶバージョンの使用上の注意事項記載 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 
 



CM-140MCL /CM-140MCL-UV /CM-140PMCL /CM-140PMCL-UV

Supplement 
 
The following statement is related to the regulation on “ Measures for the Administration 
of the control of Pollution by Electronic Information Products “ , known as “ China RoHS “. 
The table shows contained Hazardous Substances in this camera.  

mark shows that the environment-friendly use period of contained Hazardous 
Substances is 15 years. 
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桟隠聞喘豚㍉ 
窮徨佚連恢瞳嶄根嗤議嗤蕎嗤墾麗嵎賜圷殆壓屎械聞喘議訳周和音氏窟伏翌

亶賜融延、窮徨佚連恢瞳喘薩聞喘乎窮徨佚連恢瞳音氏斤桟廠夛撹冢嶷麟半

賜斤児繁附、夏恢夛撹冢嶷鱒墾議豚㍉。 

方忖仝15々葎豚㍉15定。  
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 Visit our web site on www.jai.com

221-0052

10-35

Phone 045-440-0154
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